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50g～55g 

 
①１歳６か月～２歳くらいまでは、生もの（刺身）はやめましょう。 

②アレルギー疾患の予防や治療を目的として医師の指示を受けずにアレルゲン除去を行うことは、子どもの

成長・発達を損なうおそれがあるので、必ず医師の指示を受けましょう。 

③はちみつ、黒砂糖は乳児ボツリヌス症予防のため、満１歳までは使わないようにしましょう。 

④味覚の形成や身体機能が未発達な時期です。甘くて口当たりがよい赤ちゃん用の菓子・ジュース類・加糖ヨーグルト等はあ

げないようにしましょう。 
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離乳食の後に与える。母乳は授乳のリズムに沿って子どもの欲するままに、ミルクは３回/日→２回/日程度。  

 

離乳の進行や完了の状況に応じて与える  

それぞれの食品の持つ味を生かしながら、うす味でおいしく調理する。  

、 

なめらかにすりつぶした状態 舌でつぶせる固さ 

 

(80g)～ 

以下に示す事項は、あくまでも目安であり、子どもの食欲や成長・発達の状況に応じて調整する。  

④卵黄等を試してみる。  

離乳初期 生後 5～6ヶ月頃 離乳中期 生後 7～8 ヶ月頃 離乳後期 生後 9～11 ヶ月頃 離乳完了期 生後 12～18 ヶ月頃 

 

 

摂食機能の目安 

口を閉じて取り込みや
飲み込みができるよう
になる。 

舌と上あごで潰してい
くことが出来るように
なる。 

歯茎で潰すことが出来るよ
うになる。 

歯を使うようになる。 

調味料は必要ない。 

油脂類 

 

少量の使用とする。 

牛乳、ヨーグルト（全脂無糖）、 
チーズ（塩分脂肪の少ないもの）80ｇ 

牛乳、ヨーグルト（全脂無糖） 
チーズ（塩分脂肪の少ないもの） 100ｇ 

（牛乳を飲用するのは１歳を過ぎてからにする）  

牛乳、ヨーグルト（全脂無糖）、 
チーズ（塩分脂肪の少ないもの） 

50～70ｇ 

  

・子どもの様子をみながら 1 日 1 さじずつ

始める。 

 

・母乳や育児用ミルクは飲みたいだけ与え

る。 

食べ方の目安  

調 理 形 態 歯茎でつぶせる固さ 歯茎で噛めるつぶせる固さ 

離乳食 （回） 
 
母乳・育児用ミルク  授乳のリズムに沿って子どもの欲するままに与える。  

・1 日 2 回食で食事のリズムをつけていく。 

 

・いろいろな味や舌ざわりを楽しめるよう

に食品の種類を増やしていく。  

・1 日 3 回の食事リズムを大切に、生活リ

ズムを整える。  

 

・手づかみ食べにより、自分で食べる楽し

みを増やす。  

・食事リズムを大切に、1 日 3 回食に進め

ていく。 

 

・共食を通じて、食の楽しい体験を積み重

ねる。 
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